
1

(1)実施日及び時間
令和8年7月10日（金）13:15～14:55（5,6時間目）
(2)対象者
北広島町立豊平学園（５年生11名+教員1名）
※5時間目のみ保護者も参加
(3)説明者
砂防課、西部建設事務所安芸太田支所
(4)講座内容
・土砂災害及び情報収集、避難行動に関する講義
・ハザードマップの演習
・ VRによる疑似体験学習
・模型を用いた土砂災害の仕組みや対策工の学習

砂防出前講座（R08.7.10）北広島町立豊平学園

講座の実施概要

・講義では土砂災害や情報収集、避難の重要性について学習した。
・ハザードマップで近傍の避難場所や避難経路の確認を行った。
・大雨により土砂災害が発生するまでの状況をVRで疑似体験
した。
・模型を使って疑似的に災害を発生させ、土石流・がけ崩れの仕組
みや対策工を学習した。

実施状況写真

・災害が起きたときに、どのレベルで避難したらいい
か分かった。
・がけ崩れの速さが時速40kmだということがわかっ
た。土砂からは逃げられないから起きる前に避難し
ようと思った。
・VR体験で土砂が流れてきたところがとても怖かっ
たです。
・もっと土砂災害について知りたいと思った。家に
帰って準備をしたい！

児童の感想
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